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１．はじめに
　福井市では、2012～ 2014年度、発達の気になる子ど
もとその保護者を対象とした親子療育教室（以下「親子
教室」「教室」）を、子どもが在籍する市立Ａ保育園（以
下「本園」）において実施した。親子教室は、『親子遊び
を通して保護者が子どもの特性理解を深め、具体的なか
かわりかたを知ること』を目的とする。子どもが在籍す
る園で行うことで、ふだんの子どものことをよく知る保
育士が教室のプログラムを作れるメリットを生かせる。
我々はこの教室が、保護者の育児支援の場として有用で
あること、保育園と家庭との関係性を向上させること、
教室スタッフ保育士の資質向上に有用であることを報告
してきた1）2）。
　一方で以下の課題もみえてきた。
①保育園職員の親子療育教室に対する共通理解
　親子療育教室は、通常の保育とは別に実施する事業の
ため、職員の勤務体制や教材の作成協力等、スタッフ外
職員の理解と協力が必要不可欠である。
　また親子教室での親子の情報や保育スキルを通常の保
育につなげていくためには、教室が一部の職員のみで行
われる特殊な保育であるという認識がスタッフ外職員に
定着してしまうことは避けなければならない。
　親子教室は４年目を迎え、職員の人事異動や世代交代
がすすんだ。開始当初からかかわっている職員は園長（当
時は主任保育士）のみである。このような状況において、
あらためて親子教室の目的や運営、内容について園職員
全員の共通認識が必要となってきた。
②保育士研修のあり方
　発達の気になる子どもの保育に関する保育士の資質向
上のための園内研修は、どの園においても必要であり
様々な研修が各園で実施されている。本園においても研
修会への参加、保育カウンセラー訪問による園内研修3）、
事例検討等が実施されている。
　本園では、親子療育教室の見学を他園の保育士研修の
場として2014・2015年度提供し、親子療育教室が保育
士研修の場として有用であることをあきらかにした4）。
　一方、自園においては、職員の教室への協力、一部の
職員の部分的参加、職員間情報共有やケース検討等が親
子教室開始当初から行われ、発達の気になる子どもに対
する職員の保育スキルは向上してきているが、系統だっ
た研修ではなかった。
　このような状況を鑑み、親子教室開催園としての園職
員の共通認識をはかるとともに、職員の保育の資質向上
を目的として、2015年度、親子療育教室を軸にした継
続的な園内研修を企画実施した。
　実践内容と参加者のレポートから園内研修の成果を検
討し、親子療育教室実施園としての研修のあり方につい
て述べる。
《語句の定義》
　「スタッフ」「教室スタッフ」とは、本園の親子療育教
室の運営にたずさわる保育士で、園長、主任保育士、担
任として日常の保育をしている保育士数名からなる。
　「スタッフ外職員」「スタッフ外保育士」とは、親子療
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育教室に直接たずさわらない本園の職員をいう。
　「専門職スタッフ」「園外専門職スタッフ」とは、親子
療育教室に関与する保育園職員ではないスタッフであ
る。言語聴覚士（保育カウンセラー兼任）、小児科医（大
学教員）、保健師、栄養士等、子どもの発達に関する専
門職である。
　「通常保育」とは、親子療育教室で行う保育と区別す
るために、日常行われている保育のこととする。
２．親子療育教室の概要
　本園で実施している親子療育教室について述べる。
親子教室の対象児は、本園に在籍する２歳児クラス・３
歳児クラスの子どもで、言語発達の遅れ、落ち着きのな
さ、やりとりが一方的、場面きりかえが苦手等があり、
発達障がい等の診断がついていたり、療育機関に通所し
ている子どもは基本的に対象外である。毎年10組前後
の親子が参加する。
　教室は毎週～隔週間隔で８回を１クールとして親子が
継続参加する。毎回のプログラムは以下のとおりである。
　登園から10：15までは親子が一緒に活動する。学習会
では教室スタッフから当日のプログラムの目的や子ども
の様子を解説し、その後ミニ講義と意見交換を行う。
《場所》 福井市立A保育園　ホール・保育室
《日時》 土曜日午前中　全8回　5月～ 8月開催
《プログラム》
9：15 登園、自由遊び、体操
9：30 集合、出欠、パネルシアターや紙芝居
 親子遊び、運動遊び、ルール遊び
10：15 おやつ（保護者は別室で学習会）
11：00 挨拶、降園
　教室スタッフは、子どもの担任保育士を含む本園保育
士10名、園外専門職スタッフとして、保育カウンセラー
（言語聴覚士）、大学教員（小児科医）等が関与する。
　具体的なプログラムは、ふだんの子どもの様子をわ
かっている保育士が作成し、スタッフミーティングで専
門職とともに毎回検討する。
　学習会は、発達や育児に関するミニ講義を行う。以下
は2015年度の学習会テーマである。
３．園内研修参加者の概要
（1）園の概要および職員体制
　本園は０歳児から５歳児までの定員160名の園である。
　職員は園長１名、主任保育士１名、保育士28名（非常
勤14名含む）、保育補助（事務）１名、調理技師７名、延
長保育担当保育士３名である。
　福井市内でも大規模園であり、研究等の拠点となる５
つの保育園のうちのひとつに位置づけられている。
（2）職員の在園年数および親子教室への関与
　常勤保育士16名（園長・主任含む）の本園在園年数は
表１のとおりである。教室スタッフ以外の保育士６名も、
親子教室へは１～２回補助として参加している。非常勤
保育士14名は親子教室への参加はない。
　教室スタッフの在籍年数は様々で、本園に異動した年
度から教室スタッフとして参加している保育士もいる。
表１　常勤保育士16名の在園年数
１年目 ５人（うち３人が教室スタッフ）
２年目 ２人（うち１人が教室スタッフ）
３年目 ４人（うち２人が教室スタッフ）
４年以上 ５人（うち４人が教室スタッフ）
（3）園内研修参加状況
　研修参加者は、園長、主任保育士、保育士（非常勤含
む）の計30名を対象とした。
　研修は全７回とした。保育園は子どもが夕方まで在園
しているため、職員が集まれる時間帯が限られてくるた
回 テーマ 担当者
１ 親子療育教室とは 園長
２ 感覚統合 作業療法士
３ 生活リズムを整えよう 保健師
４ 先輩ママの話 教室経験保護者
５ 保育園の様子から 保育士
６ 乳幼児の食事 栄養士
７ 遊び・生活で育つこと 小児科医
８ ことばの発達 保育カウンセラー
９ 小学校への移行 市教育委員会教員
10 子どもの発達とは 小児科医
11 1年をふりかえって 保育カウンセラー
（9～ 11回は親子教室はなく保護者学習会のみ開催）
回 日程 目的 内容
１ 4/2 親子療育教室の目的と内容を知る-1
前年度教室スタッフによる教室の紹介
親子教室模擬体験
２ 4/9 親子療育教室の目的と内容を知る-2 前年度教室スタッフによる教室の紹介
３ 6/1 親子療育教室を理解する 視察研修事前研修会に参加、園長・小児科医による講義の聴講
４ 7/23 保護者学習会を理解する 当年度スタッフによる話
５ 8/6 発達の特性を学ぶ 言語聴覚士による講義
６ 11/5 事例検討会 事例検討
７ 11/26 研修のふりかえり スライドを利用
表２　園内研修スケジュール
3― ―
親子療育教室実施保育園としての園内研修
め、全７回のうち６回は夕方から開始した（第６回のみ子
どもの昼寝時間帯に実施）。本研修は強制参加ではない
が、第６回以外は全員が研修に参加した（調理技師の参
加も一部あり）。
４．園内研修の実践と研修参加者の感想
　園内研修スケジュールは表２のとおりである。
　各回終了後に研修の感想の提出を依頼したが、非常勤
保育士も含め研修に参加することを重要視したため提出
は任意とした。
　以下の各回の研修内容と研修後に提出された感想（レ
ポート）から今回の課題について述べられた内容につい
て述べる（以下 内は参加者の感想）。
（1）第１回　『親子療育教室の目的と内容を知る－１』
　第１回は、前年度教室スタッフがスライドを使って教
室の概要を紹介した。また保育士が子ども・保護者役と
なり実際の教室プログラムを模擬体験した（写真１）。
写真１　子ども役・保護者役になり教室を模擬体験
・ 室内の気になるものに目隠しをして保育士の声が子
どもに届くよう工夫されている
・ 絵カードで視覚的に伝えることで子どもが理解しや
すいようにしている
・ 子どもに視線を合わせ、ゆったりわかりやすい言葉
を心がけている
・ 伝えるときは簡単に短くわかりやすくされていた
・ 子どもの気持ちになって考えることができ、わかり
やすかった
　教室の環境設定の工夫や子どもにわかりやすい指示が
されていることへの気づきが述べられた。
　また、
・ 子どもの集中力はとぎれないのか、抑制がきかない
場面でどう対処しているのか？
・ 立体物ではなくイラストで子どもに示してはだめな
のか？
・ 子どもに持たせたクッキーはいつまで持たせるの
か？
と、実際の教材を見たり使ったりすることでより具体的
な疑問も出された。
　口頭で親子教室の説明を聞くだけでなく、実際に教室
のプログラムを模擬体験することで、教室の内容理解が
深まったものと考えられる。模擬体験は、保育士の視点
とともに、子どもや保護者の視点から教室を理解するの
に有用であったと考えられる。
（2）第２回　『親子療育教室の目的と内容を知る－２』
　第２回も引き続き親子教室について教室スタッフが話
し、第１回で出た質問も含めて質疑応答の時間をとった。
・ 前回の疑問の答えが聞けた
・ 質問の答えを聞いて親子教室ではいろんな手立てを
していることがわかった
といった質疑応答を通しての教室の理解や、
・ 子どもを理解して手立てを考え、保育士が余裕をもっ
て保育することが大事
・ 気になる行動を止めるのではなく原因を考え取り除
くことが大事
・ やらないのではなく、できない・わからないと理解
してできるように手立てする、集中し続けるような
工夫を保育士がする
といった保育士の子ども理解や保育力の重要性の気づき
が述べられた。
　また、
・ 自分でできることから保育にとりいれていけるよう
にしたい
・ 通常保育にいかせる
といった親子教室での子どもへの配慮やかかわりかた
が、通常保育でも可能である気づきもあった。
（3）第３回　『親子療育教室を理解する』
　本園の親子療育教室は、他園保育士の見学の受入れを
している（「視察研修」）。その見学者を対象に事前研修
を実施し、親子療育教室の目的・内容・視察研修の視点
を園長および園外専門職スタッフ（小児科医）が講義を
する。その講義を園職員も聴講する研修とした。
・ 教室は子どもの変化より保育士の発達評価力・保育
実践力の向上が成果として出ている
・ 育児支援として素晴らしい取り組みと思う
・ 保護者・保育士それぞれにメリットがあることがよい
といった教室の有用性への気づきが述べられた。
　また、
・ 保護者と保育士では困っている内容がちがうことが
わかった
・ 保護者とのかかわりが深くなっていることがうかが
える
といった保護者の気持ちの気づきや関係性について述べ
られた。
　一方で
・ 子どもは（８回程度の教室参加では）変わらないとい
うことに対して保護者は納得しているのか？
・ 親子教室は何人くらいの受入れができるのか？
・ 教室でたてている個別目標（親子教室における子ど
もひとりひとりの到達目標）は通常保育でも意識す
べきか？
・ 保育士が記載した評価を保護者が見ることがあるのか
という疑問も述べられた。
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　第１、２回でスタッフ保育士から実践内容を聞いたり
模擬体験した後に、理論的にまとまった講義を受けるこ
とで、教室の有用性について理解が深まったものと考え
る。また子どもの評価や保護者との関係性については一
歩ふみこんだ質問が出ており、保育士とは異なる観点か
らの話を聞くことで生まれた疑問であろう。
（4）第４回　『保護者学習会を理解する』
　第４回は、保護者学習会について、実際に使われたス
ライドを利用しながら教室スタッフが説明した（写真２）。
写真２　保護者学習会のスライドを見ながら意見交換
・ 食事面、運動面など保護者にわかりやすい具体例を
あげて示していたので理解しやすい
・ 写真付きの年齢別発達過程だったのでわかりやす
かった
・ 成長・発達ポイントが簡潔にまとめられていてわか
りやすかった
・ あらためて見てわかりやすいスライドになっている
と思った（教室スタッフ）
　スライドの内容や写真利用のよさに対する感想があっ
た。
　また、今回は学習会の内容を紹介する研修であったが、
・ クラスに教室に参加している子どもがいるのでふだ
んの保育でも教室の手立てを使っていきたい
・ ふだんの保育にもいかせる
・ 給食面から協力できることがあればと思う（調理技師）
・ ふだん遊んでいることが子どもの発達に大切なんだ
と感じた
といった自分の保育に結びつけた記述もあった。
　一方で、
・ 内容がもりだくさんで少し長いかもしれない
・ 動画があると実際の声かけなどわかりやすかったか
もしれない
は、いずれも教室スタッフの感想であったが、あらため
て見直してみてさらに工夫する点に気づいたようである。
　保護者学習会は、前述のとおり、参加している子ども
の発達段階に合わせたテーマごとのミニ講義である。保
護者がわが子の育ちの見とおしを知るための内容である
が、これは保育士にとっても子どもの発達を再認識する
機会となったと考えられる。
（5）第５回　『発達の特性を学ぶ』
　第５回は、親子療育教室の専門職スタッフである保育
カウンセラー（言語聴覚士）により発達障害を中心に講
義がなされた。
・ なんとなくわかっていたことを再び学んで知識とし
て残っていくと感じた
・ あらためて障害の種類や特性が知れてよかった
・ 気になる子が増えたのか、なぜ親が気づかないか、
疑問に思っていたことがわかった
といった発達特性の理解がすすんだことが述べられた。
　また、
・ 子どもにあった支援・指示を工夫することが大切
・ 新たな気づきや自分の保育をふりかえるきっかけに
なった
・ 言葉だけでなくジェスチャーや表情の大切さを感じた
・ 子どもへの働きかけをさっそく実践しようと思った
・ 保護者にどう切り出すとよいかも詳しく聞けてよ
かった
といった子どもの特性理解に基づいた具体的な保育や保
護者支援の方法が学べたことも言及されていた。
　さらに、
・ また勉強会で知識を増やしていきたい
・ このような知識はとても大切なので今後も学びたい
・ 家庭で困り感を感じていない保護者への伝え方も学
ばなければと思った
・ パニックの種類や対応を知りたい
といった今後の学びへの意欲も述べられた。
　講義を担当した保育カウンセラーは、日頃から本園を
訪問し、各クラスの子ども達の様子や保育士の悩みを理
解している。本園の保育現場のニーズを把握した講義内
容であったことが、参加者の学びを深めたものと考える。
（6）第６回　『事例検討会』
　第６回は、子どもの昼寝の時間を利用しての研修で
あったため参加者は15人と限られたが、事例を提示し
て意見を出し合った。
・ 自分の書いた事例を説明したり他の先生の話を聞く
ことで、書ききれていない背景や子ども・保育士の
ことばが見えてきた
・ 自分が気づかなかったことを気づかせてもらった
・ 自分以外の保育観に触れられ勉強になった
・ ひとりひとりにあったねらい・保育・設定を見直す
きっかけになった
・ より具体的に話し合い、経験年数の少ない保育士に
は新たな気づきになり、多い保育士は改めて自分の
保育をふりかえることができた
といった、事例を説明することや聞くこと、意見交換す
ることで様々な保育の方法を知る、自分の保育を改めて
ふりかえる経験になったことが述べられた。
・ クラスが違うと保育について話し合うことがほとん
どなかったので互いのクラス・子どものことを話し
合ういいきっかけになった
・ 各年齢でねらいや押さえるポイントが違うことを改
めて感じた
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といった異年齢の担任の意見交換の場になったことが述
べられた。
　一方で、
・ どのエピソードを書こうか悩んだ
・ 書き方も不安だったが先輩にアドバイスをもらった
・ 言葉かけの様子も詳しく書く、他人にわかるようポ
イントを明確に書く
・ いろんな先生のエピソード記録を見て勉強になった
といった、エピソードの選び方書き方の難しさや、どの
ように書いたらいいのかの学びも述べられた。
　事例は親子教室と通常保育がつながっていくエピソー
ドも提示されたが、感想では特に親子教室に特化したも
のはなかった。しかし逆にそれは親子教室と通常保育の
つながりや応用が自然になされているからともいえよう。
（7）研修終了後の感想
　第７回は、第１回～第６回の研修で使用したスライド等を
用いてふりかえりをした後、それぞれが口頭で感想を述べ
た。研修終了後18名の参加者から感想の提出があった。
　以下、研修による親子教室の理解、親子教室と通常保
育のつながりの理解、職員間の連携、教室スタッフの教
室を担当しての感想についてまとめる。
　①～④は教室スタッフ外保育士（14名、非常勤保育
士を含む）の研修についての感想、⑤は両者、⑥は教室
スタッフ保育士の感想である。
①研修による教室の理解：保育について
・ 実際に教室にたずさわることがないので、このよう
な研修で親子教室でしている内容がわかってくるの
でよい
・ 教室のひとつひとつに意味があるんだろうなと思っ
ていたが、本来の意味を理解していなかった。認識
できる努力をしたい
・ 親子教室の手伝いをすることはあったが、なぜその
遊びをするのかわかっていなかった。園内研修でそ
の遊びの意味がわかってよかった
・ 園内研修やスタッフ保育士と一緒の保育のなかで、
叱る以外の子どもに対する手立てを知り実践するこ
とで子どもとのやりとりが互いに満足いくものに
なったのではと感じた
　園内研修では親子教室で行っている遊びやかかわりか
たの紹介だけではなく、なぜそのようにするのかを丁寧
に解説した。テクニックをただ伝えるのではなく、子ど
もの発達段階や特性を理解することで、子どもに必要な
環境設定や援助方法を保育士が考え出していけるという
ことを研修を通して理解を深めたと考えられる。
②研修による教室の理解：保護者について
　親子教室の目的である『親子教室遊びを通して保護者
が子ども理解を深め、具体的なかかわりかたを知る』と
いうことが、園内研修を通じて理解されていた。
③研修による教室の理解：保育士について
・ 保育士ひとりひとりが気がかりな子に対しての支援、
手立ての方法等の知識、スキルが高いことに驚いた
（本園に異動1年目）
・ 気がかりな子の保護者とのかかわりがわからないこ
とが多々あり、親子教室では保育士のそのスキルも
身につけていける場なのだとよくわかった
・ 本園にいることで困り感のある子に対しての接し方
を勉強させてもらった
・ 専門職の指導が受けられることで保育士もスキル
アップしていけるし、保育士が一人で悩むことなく
相談できる園だと思う
　親子教室は、保護者の育児支援を目的としたものであ
るが、結果的に保育士の資質向上にも有効であった。教
室の紹介や事例検討会でのスタッフ保育士の話からこの
点を理解されたと考える。
④親子教室の保育が通常保育とつながっていることの理解
・ 親子教室は自分に無関係と考えていたが、研修等で
見たり聞いたりしていくなかで、保育でもやれる！
私にもこれならできるというのをやっていった
・ 親子教室で行われていることをふだんの保育にも取
り入れていきたい
・ 親子教室でやっていることをふだんの保育に取り入
れることで教室参加児が自信を持って楽しむ姿が見
ることができた
・ 親子教室でしている視覚支援をふだんの保育にも取
り入れることで通常発達の児も見とおしを持って活
動できていると感じる
・ 視覚支援は通常保育でも大切なことではないかと
思った
・ 視覚支援などは気がかりな子への特別なツールでは
なく、クラス全体がスムーズに活動できるために必
要不可欠なものであると思う
　本研修のねらいとして、親子教室で行っている子ども
の発達評価や遊びの設定、支援のしかたが、特別なもの
ではなく、通常保育においてもなされていることであっ
たり応用できることであることを職員が理解することに
あったがこの点についても認識がすすんだと考えられる。
・ 親子教室で親がかわっていく、（育児の）スキルがアッ
プしていくことでやっと子どもがかわっていくこと
がわかった
・ ４月から比べると担任している親子教室参加児の母がと
ても明るくなり、それと比例して子どもの表情も豊かに
なってきたように思う
・ 親子参加型の重要性がわかった
・ 親子教室、保護者学習会などを通して、保護者の自分の
子どものとらえ方も変わってきているなということを感
じた
・ 保護者も交えて（子どものことを）考えていけることで
保護者が変わり子どもがすごく変わっていく姿を目の当
たりにして恵まれた環境であると感じる
・ 親と子の関係、担任と親の関係も密になっていると思う
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⑤職員間の連携について
　本項目については、教室スタッフの感想も含めて記す。
・ 園全体の連携がよいことで親子教室での知識等も知
ることができていると思った
・ 親子教室で発見したことや子どもの特性を一緒に担
任する保育士に伝えて相談し、どういう手立てをし
ていくといいかを考えて、自分がいないときも同じ
気持ちで同じ手立てをしてくれているのがうれしい
（教室スタッフ）
　親子教室と通常保育がリンクした保育を実践するに
は、スタッフとスタッフ外保育士の連携が必要である。
親子教室の理解が深まることで親子教室での保育士の学
びを通常保育につなげていくことがさらに可能になって
いく。
⑥親子教室スタッフの感想
　教室スタッフは、自分の子どもの見方や保育に理論付
けができたことや知識が必要なことの気づき、日々の通
常保育へ応用していったこと、自分の保護者支援力の向
上と困難さの再認識について述べている。
　そして園内研修での伝え方の難しさとともに、園内研
修の意義についても言及している。
５．考察
　親子教室を軸とした園内研修の実施によって、自園で
行っている親子教室の目的や内容を理解し、教室スタッ
フとスタッフ外保育士の共通認識がすすんだと考えられ
る。
　教室の内容を理解することによって、教室にかかわら
ない保育士は自らの保育観や通常保育での環境設定、子
どもへのかかわりかたを見直すきっかけとなった。これ
は保育力向上の機会となりえたといえよう。
　そして通常保育での成功体験が親子教室を身近に感じ
ることにつながり、職員間の共通理解はさらにすすんで
いくことが期待できる。
　また教室スタッフは、園内研修で教室について伝える
ために親子教室の実践内容をまとめ、模擬体験で追体験
をし、学習会のスライドを見直す、事例を選んで書く・
回 内容 感想
１
前年度教室スタッフによる教室の紹介
親子教室模擬体験
○教室の目的や内容の理解
２ 前年度教室スタッフによる教室の紹介
○教室の内容の理解
●保育士としての子ども理解や保育力の重要性への気づき
◎教室での配慮が通常保育でも可能であることの理解
３
視察研修事前研修会に参加、園長・小児科医によ
る講義の聴講
○教室の目的、有用性の理解
４ 当年度スタッフによる学習会の話 ●自分の保育のふりかえり、子どもの発達の再認識
５ 言語聴覚士による講義 ●発達特性の学び、具体的援助方法の学び、今後の学びへの意欲
６ 事例検討
●自分の保育のふりかえり、事例の選び方書き方の学び
☆職員間の意見交換の重要性の気づき
７ スライドを利用した研修のふりかえり
○教室の理解
◎教室での配慮が通常保育でも可能であることの理解
☆職員間連携について
　○親子教室の理解　●保育士としての学び　◎教室と通常保育のつながりの理解　☆職員間連携
表３　研修会の内容と参加者の感想
・ 教室にたずさわり、これまで何気なく見ていた子ど
もの姿をその行動の背景に目を向け観察・考察して
いく力がついてきたように思う
・ これまで（の自分の保育）は感覚だけに頼る部分も
あったが、知識の大切さをとても感じるとともに自
分の知識不足も痛感した
・ 通常保育とのリンクは人数も多くなかなか反映させ
ていけなかったのは反省だが指示のしかたを工夫す
るようにしていた。大人のかかわりがかわるだけで
子どもがより生活しやすくなったり自分でできた満
足感を味わえ、自己肯定感をもつことにつながるこ
とを感じた
・ 保護者の意識も高くなっていることを感じるが、子
どもの発達や特性を理解してもらえず伝わりにくい
保護者もいて日々悩む
・ 経験だけでなく理論づけた（保護者への）伝え方が
少しだができるようになってきたのは教室で学び、
力をつけさせてもらったことだと感じる
・ 親子教室で得たスキルやその子の発達特徴を理解で
きたことで、保育のなかでその子に合わせた手立て
を実践し、成功した手立てを家庭に伝え、一緒に考
えていける体制がととのっているのは親子教室あっ
てのことで、保育士や保護者にとってよい環境が整っ
ていると感じる
・ 療育や発達についてわかっているつもりでも、いざ
自分の言葉で説明するとはっきり伝えきれない自分
がいる
・ 教室で得たものを自分だけのものにせずみんなで共
有し学んでいくことに本園の親子教室の意味があり
園内研修の意味にもつながっていくのだと感じた
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述べるという作業を行うことになった。その作業のなか
であらためて自らの親子教室実践をふりかえる機会に
なったにちがいない。
　教室スタッフにとって負担は少なくない親子教室であ
るが、教室のなかで得られる保育士としての専門性の向
上に喜びを実感しているのだろう。それが園内研修での
解説や事例提示、意見交換をよりよいものにしていこう
という原動力になっていると考える。
　このような成果の背景は研修方法を多面的に行ったこ
とにあると考える。
　表３は、研修各回で述べられた感想を分類したものだ
が、研修形態により異なる感想が述べられている。教室
の解説や模擬体験では当然教室の内容理解（○）が主と
なるし、事例検討では保育のふりかえり（●）が中心と
なる。
　教室スタッフによる語り、模擬体験、専門職による系
統だった講義、教室経験のない保育士がスタッフ保育士
とともに通常保育で実践して事例検討する、意見交換、
質疑応答…といった多面的な研修形態を組み合わせたこ
とで、保育士の学びや気づきが多方面から何度も刺激さ
れたものと考える。
６．今後の方向性と課題
　今回のレポートの提出は先述したように任意とした。
非常勤保育士も含めて園内研修に参加することを主目的
とするためである。結果的に毎回ほぼ全員が意欲的に参
加したが、提出されたレポートが研修参加者全員の意識
を反映しているわけではないことが本研究の限界として
ある。その点をふまえたうえで、今後の方向性と課題に
ついて述べる。
　親子療育教室を軸にした多面的な形態を取り入れた園
内研修は、親子教室を実施している保育園としての職員
間共通理解と保育士の資質向上の機会となりえた。
　本研修の成果をもとに次年度は次の企画がされてい
る。
①事例検討を中心とした園内研修の実施
　親子教室の共通理解がすすむことで、親子教室と通常
保育がつながった保育展開が可能になる。子ども理解に
もとづいた環境設定やかかわりかたを考えていくことが
職員間で認識されると、事例検討を中心にした研修形態
で意見交換がじゅうぶん深まるものと考えられる。
②他園保育士への通常保育の公開
　職員間の共通理解にもとづいた療育的視点もとりいれ
た通常保育を他園保育士に参観してもらい意見交換する
ことを企画している。
　保育を公開することで、本園の保育士は実践の工夫と
ふりかえりの機会となり、他園保育士には親子教室の考
え方や実践を理解し、自らの保育をふりかえる研修の場
となることが期待できる。
　今後の課題のひとつは、①②の企画がどのような成果
をもたらすのかという検証である。
　次に、今後も続く人事異動や世代交代にともない、親
子教室を園内職員でくりかえし共通理解していくための
研修システムを構築することである。
　そして、親子療育教室実施園として、福井市内におい
て療育的視点をもった保育を行う研修園としての位置づ
けをさらに検討していくことである。
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